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令和７年 11 月　観音寺市教育委員会第 12 回定例会会議録

 

 日　時 令和７年 11月 25 日（火） 

開会 10 時 00 分 

閉会 10 時 45 分

 場　所 203 会議室

 出席者 教育長　　　　　　　　十河　聖司 

教育委員　　　　　　　大久保　健二 

教育委員　　　　　　　茨木　孝治 

教育委員　　　　　　　宝田　恒治 

教育委員　　　　　　　石井　乃満 

 説明のため出席した者 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局

教育部長　　　　　　　高橋　真人 

 

学校教育課長補佐　　　森　　智子 

文化振興課長　　　　　山田　修二 

市民スポーツ課長　　　後藤　みな子 

学校給食課長　　　　　井上　淳 

少年育成センター　　　石井　孝規 

教育センター　　　　　横山　謙治 

 

教育総務課長補佐　　　大井　健司

 教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会 

日程第１　会議録署名委員の指名 

会議録署名委員に、茨木委員と宝田委員を指名する。 

 

日程第２　前回会議録の承認 

10月定例会の会議録を承認する。 

 

日程第３　教育長報告 

はじめに、10月28日から本日までの主な行事についてはお示ししたとおりです。

何点かについて御説明いたします。 

11月５日から３日間、市内小学校、中学校、幼稚園の園長・校長先生と目標申告

の中間面談を行いました。どちらの学校また、園においても、アンケート調査や
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学習状況調査の結果など、客観的なデータと管理職の目や耳で得た情報を踏まえ

て、成果と課題について説明いただきました。今回は特に、私の方から各学校園

における重要課題の解決を図るために、どのような加配教員が必要と考えるかを

聞いてみました。そうした中で、学校特有の課題がありました。例えば、粟井小

学校や伊吹小学校のように複式学級が増える学校は、複式学級を解消するための

加配を要望されました。また、観音寺小学校のように、日本語の初期指導を行う

教員の継続配置を希望するなどの意見もありました。その学校特有の課題もあれ

ば、各校に共通したものもありました。各学校に共通して多かったのは、「特別

支援教育」に関する加配でした。来年度も、特別支援学級に在籍する児童生徒の

人数は増加傾向にあります。現在、特別支援学級に在籍する児童生徒は、週の授

業時数の半分以上の時間数を特別支援学級において受けることが求められてい

ます。その授業時間数の確保であったり、それぞれの障がいや特性に応じた個別

の支援を充実させるための加配が必要な状況です。なお、他の加配として、小学

校では専科指導、中学校では、不登校対応、生徒指導対応の希望が顕著でした。

今後、西部教育事務所との人事協議で、観音寺市として希望をしていきたいと考

えています。 

11月15日、観音寺市ＰＴＡ研修会が行われました。今年は講師としてＬＧＢＴＱ

＋トランスジェンダーアクティビストの高野　晶さんから、「多様な性を知り、

より自分らしく生きる」と題して講演がありました。他の用務の都合でお聞きす

ることはできなかったのですが、保護者に加えて、先生方もたくさん参加されて

いました。学校においても、重要な課題と認識しています。 

11月18日、臨時の西部地区教育長会がありました。主な内容は、教職員の人事異

動に係る変更点についての説明でした。この件については、後に詳しく報告しま

す。 

11月20日の常磐小学校をもって、本年度の要請による学校訪問が終了しました。

教育委員の皆さんには、訪問に参加いただきありがとうございました。学校訪問

でお気づきの点などありましたら、またお聞かせいただければと思います。 

11月20日、第２回の観音寺市部活動地域移行検討協議会を開きました。今回の協

議内容は、先の総合教育会議で説明させていただいた次の３点です。１点目は、

「休日の活動を地域クラブとして運営していくための組織の構築について」、２

点目は、「受益者負担の適正額について」、３点目は、「地域クラブとしての認

定について」です。１点目の運営組織については、３つのパターンがあり、「①

教育委員会内に担当部署をつくる」、「②三豊市のように外郭団体をつくり、市

の職員が出向する」、「③企業に委託する」、です。メリットやデメリットを検

討いただき協議会としては、「③企業に委託する」ことでまとまりました。この

ことを踏まえ、今後は、来年度に予算化し、財源を確保すると共に、運営組織の

構築に向けて進めて参ります。また、受益者負担の適正額としては、国が今後示

す予定の月額3,000円程度が妥当ではないかという意見を受けました。地域クラ

ブとしての認定については、今後、国が示すガイドラインなどを参考にしながら、
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教育長 

 

 

事務局 

部長・担当課長 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

教育委員 

 

教育長

整えていくことになりました。委員の方からは、教員の働き方改革の視点も理解

できるが、観音寺市は、ぜひ子どもを中心に据えた地域展開を進めて欲しいとい

う確認がありました。 

 

続いて、その他事項について御説明いたします。 

「市町（学校組合）立小中学校教職員人事異動」について 

①教職員調査表について説明 

②人事面談について説明 

「令和６年度生徒指導上の諸課題の状況」について 

（資料により説明） 

日程第４　議案審議 

本日は審議していただく議案はございません。 

 

次に、その他事項について事務局より説明をお願いします。 

令和７年度12月補正予算の概要について 

（資料により説明） 

令和７年度卒園・卒業式及び令和８年度入学式について 

（資料により説明） 

 

次回会議は、令和７年12月18日（木）13時30分より行います。 

 

閉会挨拶 

 

閉会


